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一
、
は
じ
め
に
　
二
〇
一
八
年
春
季
図
書
館
企
画
展
「
新
収
資
料
展１
」（
以
下
、
本
展
）
で
は
、
近
年
、
図
書
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
の
中
か
ら
、
早
稲
田
大
学
に
関
係
の
深
い
も
の
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
十
数
点
の
資
料
を
ご
披
露
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
坪
内
逍
遙
書
簡
集
：
五
十
嵐
力
宛
」（
ヌ
六
・
九
四
〇
四
）
に
つ
い
て
の
調
査
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
坪
内
逍
遙
愛
用
の
「
小
羊
」
印
と
市
島
春
城
所
用
「
吉
羊
（
祥
）」
印
の
関
係
、
お
よ
び
「
吉
羊
（
祥
）」
印
が
作
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
資
料
は
、
本
展
の
目
玉
と
し
て
、
そ
の
図
版
を
ポ
ス
タ
ー
に
も
使
用
し
、
会
場
に
は
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
よ
り
、
逍
遙
愛
用
「
小
羊
」
印
の
実
物
お
よ
び
、
三
村
竹
清
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
三
）
が
限
定
十
五
部
で
制
作
し
た
『
逍
遙
印
譜
』（
昭
和
十
年
刊
）
を
拝
借
し
て
、
参
考
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
二
、
逍
遙
愛
用
の
「
小
羊
」
印
に
つ
い
て
　
「
坪
内
逍
遙
書
簡
集
：
五
十
嵐
力
宛
」
は
、
逍
遙
に
師
事
し
た
国
文
学
者
で
本
学
元
教
授
の
五
十
嵐
力
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
七
）
に
宛
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
六
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
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て
ら
れ
た
逍
遙
の
書
簡
を
、
昭
和
十
九
年
、
晩
年
の
五
十
嵐
が
一
巻
の
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
十
五
通
の
書
簡
と
五
十
嵐
に
よ
る
題
辞
が
貼
り
込
ま
れ
た
新
出
の
資
料
で
あ
る
。
本
展
で
は
、
こ
の
う
ち
三
月
十
四
日
付
の
書
簡
を
お
目
に
か
け
た
。
こ
の
書
簡
は
、
文
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
五
十
嵐
の
新
著２
や
、
出
来
上
が
り
次
第
進
呈
す
る
、
と
追
伸
に
記
さ
れ
て
い
る
逍
遙
の
訳
著３
か
ら
、
大
正
五
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
断
さ
れ
る
。
内
容
は
、
五
十
嵐
か
ら
送
ら
れ
た
新
著
（
前
掲
）
並
び
に
菓
子
と
近
況
報
告
へ
の
返
礼
や
、
自
身
の
近
況４
報
告
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
学
経
営
に
関
し
て
も
若
干
言
及
し
、「
こ
れ
は
帰
京
後
、
お
目
に
か
か
り
て
」
じ
っ
く
り
相
談
し
た
い
と
の
言
か
ら
、
こ
の
時
、
逍
遙
は
東
京
を
離
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
後
述
）。
　
図
１
に
、
そ
の
末
尾
を
掲
げ
た
。
図
版
の
中
央
や
や
左
側
に
見
え
る
「
三
月
十
四
日
朝
」
の
日
付
の
下
に
、
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
羊
の
絵
柄
と
「
小
」
の
文
字
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
正
方
形
の
肖
生
印
が
捺
さ
れ
、「
こ
ん
な
印
を
市
嶋ママ
氏
か
ら
貰
ひ
候
」
と
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
印
章
は
、
逍
遙
愛
用
の
「
小
羊
」
印
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
、
例
え
ば
、
逍
遙
自
選
の
『
逍
遙
選
集５
』
各
巻
の
扉
裏
に
は
、
約
八
セ
ン
チ
角
に
拡
大
し
た
意
匠
で
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
逍
遙
協
会
編
『
坪
内
逍
遙
研
究
資
料６
』
の
各
集
の
表
紙
も
、
こ
の
印
影
ひ
と
つ
を
右
下
に
配
し
た
デ
ザ
イ
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ン
を
採
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
こ
の
印
章
が
、
市
島
春
城
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
春
城
の
『
雙
魚
堂
日
誌
』（
以
下
、『
日
誌
』）
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る７
。
す
な
わ
ち
、
二
週
間
ば
か
り
前
の
『
日
誌
』
大
正
五
年
二
月
二
十
五
日
の
条８
（
図
２　
枠
線
や
翻
字
の
句
読
点
は
稿
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
に
、「（
篆
刻
家
ノ
）
吉
田
半
迂
来
る
。
坪
内
逍
遙
に
贈
る
た
め
刻
せ
し
め
た
る
小
羊
の
印
奏
刀
、
小
包
に
て
熱
海
坪
内
方
、
郵
送
す
」
と
見
え
る
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
月
十
七
日
、
逍
遙
は
春
城
に
宛
て
た
手
紙９
の
末
尾
に
、「
小
羊
印
の
た
ま
も
の
楽
み
に
い
た
し
候
」
と
記
し
て
お
り
（
図
３
）、「
小
羊
」
印
の
制
作
が
、
前
も
っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
　
五
十
嵐
へ
の
書
簡
か
ら
は
、
贈
ら
れ
た
「
小
羊
の
印
」（
以
下
、「
小
羊
」
印
）
に
た
い
そ
う
満
足
し
た
逍
遙
が
、
機
会
を
捉
え
て
は
こ
れ
を
捺
し
、
嬉
々
と
し
て
、
誰
彼
に
示
し
て
い
た
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。
　
な
お
、
こ
の
十
七
日
付
の
書
簡
の
追
伸
に
は
「
熱
海
も
風
あ
る
日
は
中
々
料
峭
の
寒
を
覚
え
候
」
と
書
か
れ
、
ま
た
、
春
城
も
熱
海
の
逍
遙
に
向
け
て
「
小
羊
」
印
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逍
遙
の
滞
在
先
は
熱
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
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三
、「
小
羊
」
印
に
先
立
つ
「
吉
羊
」
印
の
存
在
　
さ
て
、
春
城
か
ら
吉
田
半
迂
に
「
小
羊
」
印
の
制
作
が
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
を
特
定
し
た
い
と
考
え
た
稿
者
は
、『
日
誌
』
の
記
述
を
遡
り
、
そ
の
結
果
、「
小
羊
」
印
の
前
に
、
い
わ
ば
、
も
う
一
つ
の
「
羊
」
印
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
　
す
な
わ
ち
、『
日
誌
』
大
正
四
年
十
一
月
十
六
日
の
条Ａ
、
こ
れ
は
逍
遙
に
「
小
羊
」
印
が
贈
ら
れ
る
約
三
ヶ
月
前
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
日
、
春
城
は
吉
田
半
迂
か
ら
「
吉
羊
の
印
」
を
贈
ら
れ
て
い
る
（
図
４　
枠
線
部
参
照
）。「
吉
羊
の
印
」
と
の
表
現
に
驚
き
、
試
み
に
何
冊
か
の
『
日
誌
』
を
閲
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
次
巻
「
大
正
五
年
一
月
以
降Ｂ
」
の
書
き
出
し
の
丁
に
、
「
吉
」
の
文
字
と
羊
の
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
印
影
が
認
め
ら
れ
た
（
図
５
）。
春
城
所
用
の
「
双
魚
文
庫
」
印
の
上
に
捺
さ
れ
た
こ
の
印
こ
そ
、「
吉
羊
の
印
」（
以
下
、
図５
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「
吉
羊
」
印
）
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
印
章
の
羊
の
図
案
が
「
小
羊
」
印
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
　
有
名
な
逍
遙
の
「
小
羊
」
印
に
先
立
っ
て
、
春
城
の
「
吉
羊
」
印
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
春
城
は
、
こ
の
印
を
な
か
な
か
良
い
と
思
っ
た
ら
し
く
、
以
降
の
『
日
誌
』
や
『
雙
魚
堂
日
載
』（
以
下
、『
日
載
』）
の
巻
四
五Ｃ
な
ど
数
冊
に
、
こ
れ
を
捺
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
　
さ
ら
に
調
べ
を
進
め
る
と
、
こ
の
「
吉
羊
」
印
は
、
現
在
、
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
（
以
下
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
お
りＤ
、
そ
の
印
影
は
、
平
成
二
十
年
に
同
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
市
島
春
城
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
』
や
、
青
裳
堂
書
店
刊
の
『
春
城
蔵
印Ｅ
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
制
作
者
は
、
と
も
に
「
吉
田
半
迂
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
制
作
時
期
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
明
治
〜
大
正
時
代
」
と
な
っ
て
い
る
。
制
作
者
は
、
側
款
の
「
田
迂
」
か
ら
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
従
来
、
上
述
し
た
春
城
の
『
日
誌
』
の
記
述
や
、
次
節
で
見
る
『
日
載
』
の
記
事
等
が
見
落
と
さ
れ
、
逍
遙
の
「
小
羊
」
印
と
の
関
係
も
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
　
二
つ
の
印
章
の
サ
イ
ズ
を
比
べ
る
と
、「
小
羊
」
印
が
、
約
四
セ
ン
チ
角
と
か
な
り
大
き
い
の
に
対
し
て
、「
吉
羊
」
印
は
持
ち
や
す
く
、
実
用
的
な
約
二
セ
ン
チ
角
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
會
津
八
一
記
念
博
物
館
で
実
物
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、「
小
羊
」
印
が
立
派
な
獅
子
の
紐
ち
ゅ
う
を
持
つ
の
に
対
し
て
、「
吉
羊
」
印
の
天
に
は
何
の
デ
ザ
イ
ン
も
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
印
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
た
ま
ま
の
平
面
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
篆
刻
家
の
手
に
よ
り
、
相
前
後
し
て
制
作
さ
れ
た
二
つ
の
「
羊
」
印
は
、
印
面
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
こ
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
サ
イ
ズ
も
形
状
も
全
く
異
な
り
、
つ
ま
り
は
印
章
の
性
格
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
吉
田
か
ら
春
城
に
贈
ら
れ
た
「
吉
羊
」
印
は
普
段
使
い
の
印
、
春
城
か
ら
逍
遙
に
贈
ら
れ
た
「
小
羊
」
印
は
贈
答
用
の
特
製
印
、
と
で
も
言
お
う
か
。
　
と
こ
ろ
で
、『
逍
遙
選
集
』
別
冊
第
三
巻
附
録
の
「
逍
遙
印
譜
」
は
、
合
計
三
十
四
顆
の
印
影
を
収
載
し
て
お
り
、
こ
れ
を
見
る
と
、
逍
遙
が
ほ
か
に
「
小
羊
」
の
文
字
を
刻
し
た
印
章
も
、
複
数
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
愛
ら
し
い
「
小
羊
文
庫
」
と
い
う
印
章
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
小
羊
」
と
い
う
用
字
自
体
が
、
館
蔵
の
「
小
羊
書
簡Ｆ
」
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
（
図
６
）、
本
年
度
、
新
た
に
館
逍
遙
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蔵
と
な
っ
た
春
城
制
作
の
逍
遙
の
印
譜Ｇ
も
、『
小
羊
留
蹤
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
挙
げ
る
と
、
逍
遙
の
「
小
羊
子
が
白
昼
夢Ｈ
」
は
、
逍
遙
が
「
羊
」、
あ
る
い
は
中
国
風
に
「
小
羊
子
」
と
綽
名
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
逍
遙
の
優
し
い
性
格
と
、
生
年
の
干
支
（
稿
者
注
：
己
未
）
お
よ
び
文
筆
活
動
で
羊
（
稿
者
注
：
山
羊
？
）
の
よ
う
に
紙
を
た
く
さ
ん
「
喰
ひ
減
ら
し
け
れ
ば
」、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
た
逍
遙
に
、
こ
の
穏
や
か
で
愛
ら
し
い
羊
の
印
章
は
、
何
と
も
似
つ
か
わ
し
い
。
思
う
に
、
吉
田
か
ら
贈
ら
れ
た
「
吉
羊
」
印
に
想
を
得
た
春
城
が
、
逍
遙
の
た
め
の
「
小
羊
」
印
の
制
作
を
直
ち
に
依
頼
し
、
贈
り
物
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
四
、「
吉
羊
」
印
の
制
作
事
情
と
そ
の
印
文
の
読
み
方
　
こ
の
よ
う
に
、
逍
遙
愛
用
の
印
章
と
し
て
有
名
な
「
小
羊
」
印
の
前
に
は
、
盟
友
・
春
城
所
用
の
「
吉
羊
」
印
が
存
在
し
た
わ
け
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
、
吉
田
半
迂
は
春
城
市
島
謙
吉
に
「
吉
羊
」
と
い
う
印
章
を
贈
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
実
は
、
前
節
で
も
ふ
れ
た
『
市
島
春
城
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
』
は
、
こ
の
印
章
の
印
文
が
「
吉
祥
」
と
読
め
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
同
目
録
一
一
七
ペ
ー
ジ
）。
會
津
八
一
記
念
博
物
館
主
任
研
究
員
の
下
野
玲
子
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
字
は
偏
を
取
っ
て
使
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
し
め
す
へ
ん
0
0
0
0
0
を
取
っ
た
「
羊
」（
の
絵
）
だ
け
で
「
祥
」
を
表
す
の
だ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
、
下
野
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
、
平
成
十
年
秋
に
行
わ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
の
特
別
展
「
吉
祥
│
│
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
」
の
図
録
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
た
。（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。）
図６
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羊
は
漢
代
の
塼せん
（
稿
者
注
：
焼
成
し
た
煉
瓦
の
こ
と
）
や
画
像
石
に
時
折
表
わ
さ
れ
、
ま
た
器
物
に
文
様
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
後
漢
時
代
の
盂う
（
稿
者
注
：
広
口
の
深
鉢
）
の
内
底
に
は
吉
祥
句
な
ど
と
共
に
表
わ
さ
れ
た
例
が
多
い
。
字
形
か
ら
は
〝
祥
〞
と
通
じ
て
吉
祥
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
鏡
や
器
物
の
銘
文
な
ど
で
は
〝
祥
〞
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
発
音
は
〝
陽
（yang
）〞
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
め
で
た
い
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
たＩ
。
　
加
え
て
、
以
下
の
背
景
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
印
章
に
お
い
て
、
羊
の
文
様
は
「
祥
」
の
字
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、
ま
す
ま
す
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、「
吉
羊
」
印
が
制
作
さ
れ
た
の
と
同
じ
大
正
四
年
十
一
月
の
十
日
、
大
正
天
皇
の
即
位
の
礼
が
、
京
都
御
所
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
本
来
は
前
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
憲
皇
太
后
の
崩
御
（
大
正
三
年
四
月
十
一
日
）
に
よ
り
、
一
年
延
期
さ
れ
た
こ
の
大
礼
が
、
日
本
国
民
挙
っ
て
の
盛
大
な
祝
賀
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
春
城
の
『
日
誌
』
や
『
日
載
』
巻
四
四Ｊ
（
大
正
四
年
十
月
二
十
四
日
起
筆
。
な
お
、
以
下
の
『
日
載
』
は
、
こ
の
巻
を
指
す
）
に
も
詳
し
く
、
例
え
ば
、
春
城
が
東
京
か
ら
大
阪
へ
向
か
お
う
と
し
て
も
、「
京
都
大
典
に
付
、
数
日
来
、
汽
車
借
切
り
の
有
様
に
て
、
今
日
よ
り
初
め
て
臨
時
旅
客
乗
車
を
得
た
り
」（『
日
誌
』
大
正
四
年
十
一
月
九
日
の
条Ｋ
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
時
に
第
十
七
代
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
は
、
大
典
の
当
日
、
紫
宸
殿
で
寿
詞
を
奏
上
し
て
お
り
、
早
稲
田
大
学
と
し
て
も
、
同
年
十
月
に
「
御
即
位
大
典
紀
念
事
業
計
画Ｌ
」
を
策
定
。
各
学
科
研
究
室
の
新
設
と
恩
賜
館
内
研
究
室
の
新
設
、
そ
し
て
図
書
館
閲
覧
室
の
改
築
及
び
書
庫
増
築
の
三
事
業
の
た
め
に
、
資
金
募
集
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。
　
『
日
誌
』・『
日
載
』
に
よ
れ
ば
、
春
城
は
、
こ
の
折
に
吉
田
に
祝
賀
の
印
章
を
作
ら
せ
て
お
り
、
同
年
十
一
月
十
二
日
、
大
阪
滞
在
中
の
春
城
の
も
と
に
、
二
顆
の
印いん
蛻ぜい
が
届
け
ら
れ
た
。
印
文
は
、「
寶
祚
無
窮
」
と
「
聖
壽
萬
歳Ｍ
」。『
日
載
』
に
は
、
郵
送
さ
れ
た
印
箋
そ
の
も
の
が
貼
付
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
（
図
７
）。
刻
ま
れ
た
文
字
も
典
雅
で
、
ま
さ
に
新
天
皇
の
即
位
を
祝
す
に
ふ
さ
わ
し
い
印
章
と
い
え
よ
う
。
逍
遙
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、
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て
出
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そ
し
て
、
前
述
の
と
お
り
、
四
日
後
の
十
一
月
十
六
日
、
未
だ
大
阪
に
滞
在
中
の
春
城
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
が
「
吉
羊
」
印
で
あ
っ
た
。『
日
誌
』
に
は
「
半
迂
よ
り
吉
羊
の
印
外
一
顆
を
贈
ら
る
0
0
0
」（
傍
点
は
稿
者
に
よ
る
。
前
掲
図
４
参
照
。）
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
、
春
城
の
指
示
な
い
し
依
頼
で
制
作
さ
れ
た
上
記
の
二
顆
と
は
別
に
、
吉
田
が
自
発
的
に
作
っ
て
春
城
に
進
呈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
日
載
』
の
第
二
十
五
丁
裏
に
は
、「
吉
羊
」
印
の
印
影
と
「
即
位
大
典
当
日
作　
吉
田
半
迂
所
贈
」
の
記
載
も
あ
るＮ
（
図
８
）。つ
ま
り
、大
正
天
皇
の
即
位
大
礼
に
際
し
て
、
吉
田
は
、
天
皇
の
即
位
を
寿
ぐ
個
人
的
な
思
い
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
大
典
の
当
日
を
選
ん
で
印
刀
を
握
り
、
祝
意
を
こ
め
て
「
吉
祥
」
の
印
を
刻
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
所
有
者
の
春
城
は
「
吉
羊
の
印
」
と
記
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
印
文
は
、
や
は
り
「
吉
祥
」
と
読
む
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
。
そ
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し
て
、
上
述
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
な
ら
ば
、
こ
の
印
章
が
春
城
に
贈
ら
れ
た
こ
と
に
、
何
の
不
思
議
も
不
自
然
も
な
い
。
　
な
お
、
前
節
で
ふ
れ
た
と
お
り
、『
市
島
春
城
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
』
や
『
春
城
蔵
印
』
は
、
こ
の
印
章
の
制
作
時
期
の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
制
作
時
期
は
間
違
い
な
く
、
大
正
四
年
十
一
月
で
あ
る
。
五
、
ま
と
め
　
以
上
の
よ
う
に
、
逍
遙
愛
用
の
「
小
羊
」
印
の
成
立
に
は
、
大
正
天
皇
即
位
の
礼
と
い
う
国
民
的
な
祝
賀
行
事
が
関
わ
っ
て
い
た
。
本
稿
が
こ
の
印
章
の
由
来
と
と
も
に
、
従
来
、
特
別
な
注
意
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
春
城
所
用
の
「
吉
羊
」
印
に
、
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
注（1
） 
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
ま
で
、
早
稲
田
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
二
階
展
示
室
に
て
開
催
。
（
2
） 
『
高
等
女
子
新
作
文
』（
大
正
五
年
五
月　
大
日
本
図
書
）。
書
簡
中
で
は
「
新
作
文
」
と
さ
れ
て
い
る
。
次
注
『
マ
ク
ベ
ス
』
と
と
も
に
、
特
別
資
図８
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料
室
の
小
池
直
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
3
） 
『
マ
ク
ベ
ス
』（
大
正
五
年
三
月　
早
稲
田
大
学
出
版
部
）。
（
4
） 
逍
遙
は
、「
例
の
世
界
史
に
悩
さ
れ
、
自
ら
求
め
て
ド
ン
タ
ク
な
し
」
と
多
忙
を
嘆
い
て
い
る
が
、
こ
の
「
例
の
世
界
史
」
と
は
、
逍
遙
が
監
修
に
携
わ
っ
た
『
通
俗
世
界
全
史
』（
全
十
八
巻　
大
正
四
年
〜
昭
和
二
年　
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
（
5
） 
全
十
二
巻
、
別
冊
第
一
〜
三
（
大
正
十
五
年
〜
昭
和
二
年　
春
陽
堂
）。
（
6
） 
第
一
〜
十
六
集
（
昭
和
四
十
四
年
〜
平
成
十
年　
新
樹
社
）。
（
7
） 
図
書
館
資
料
管
理
課
長
（
当
時
）
の
小
林
邦
久
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
8
） 
イ
四
・
一
九
一
九
・
五
六
九
。
な
お
、『
雙
魚
堂
日
誌
』
の
解
読
に
は
、
春
城
日
誌
研
究
会
の
「
翻
刻
『
春
城
日
誌
』（
二
四
）」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
五
十
四
号　
平
成
十
九
年
三
月
）、
及
び
「
同
（
二
五
）」（『
同
』
第
五
十
五
号　
平
成
二
十
年
三
月
）
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
9
） 
「
坪
内
雄
蔵
書
簡
：
市
島
春
城
宛
」（
チ
六
・
三
八
一
三
・
一
・
二
九
）。
日
付
は
年
月
を
欠
く
が
、『
坪
内
逍
遙
書
簡
集
：
逍
遙
新
集
』
第
二
巻
（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館 
逍
遙
協
会
編 
平
成
二
十
五
年
三
月 
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
は
、
内
容
か
ら
大
正
五
年
二
月
の
も
の
と
推
定
。
こ
れ
に
従
っ
た
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
、
春
城
が
自
ら
へ
の
来
信
を
集
め
て
貼
り
込
ん
だ
『
朋ほう
盍がい
手しゅ
柬かん
』
二
帖
（
チ
六
・
三
八
一
三
・
一
〜
二
）
の
う
ち
「
乾
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
10
） 
イ
四
・
一
九
一
九
・
五
六
八
。
（
11
） 
注（
8
）に
同
じ
。
（
12
） 
イ
四
・
一
九
一
九
・
二
九
四
。
（
13
） 
『
市
島
春
城
印
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
総
目
録
』
へ
の
収
載
と
と
も
に
、
戸
山
図
書
館
担
当
課
長
の
藤
原
秀
之
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
（
14
） 
日
本
書
誌
学
体
系
八
十
八　
平
成
十
四
年
十
月
刊
。
（
15
） 
「
小
羊
書
簡
」
の
存
在
は
、
特
別
資
料
室
（
当
時
）
の
本
木
洋
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
館
蔵
資
料
は
二
通
あ
る
が
、
と
も
に
春
城
宛
で
、
署
名
は
「
小
羊
」
で
あ
る
。
二
通
と
も
、
注（
9
）に
記
し
た
『
朋
盍
手
柬
』
に
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、
一
通
（
図
６
）
は
年
月
不
詳
「
八
日
」
付
。
内
容
は
ご
く
単
簡
で
、
前
夜
の
も
て
な
し
の
礼
と
、「
お
品
」
は
確
か
に
預
か
っ
た
と
の
記
述
の
み
。
も
う
一
通
は
「
一
月
廿
四
日
」
付
で
、
『
坪
内
逍
遙
書
簡
集
：
逍
遙
新
集
』
第
二
巻
（
注
9
に
同
じ
）
は
、
大
正
十
三
年
の
も
の
と
し
て
い
る
。
春
城
が
修
善
寺
か
ら
出
し
た
葉
書
と
封
書
へ
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の
返
信
で
、
同
書
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
数
日
前
、
熱
海
の
逍
遙
を
高
田
早
苗
や
春
城
が
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
撮
っ
た
記
念
写
真
へ
の
書
き
付
け
の
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
（
16
） 
こ
の
印
譜
（
チ
一
〇
・
四
六
二
〇
）
は
、
昭
和
四
年
一
月
の
制
作
で
、「
小
羊
」
印
を
含
む
計
五
十
顆
の
印
影
を
収
め
る
。
巻
頭
に
は
、
年
明
け
て
七
十
一
歳
に
な
っ
た
逍
遙
の
長
寿
を
祝
う
題
辞
「
寿
同
金
石
」
が
、
春
城
に
よ
っ
て
揮
毫
さ
れ
、
ま
た
、「
小
羊
留
蹤
」
と
す
る
題
簽
の
右
下
に
も
「
春
城
署
」
と
あ
る
。
（
17
） 
『
逍
遙
選
集
』
別
冊
第
三
巻
所
収
。
明
治
二
十
五
年
二
月
稿
・
中
断
。
（
18
） 
『
吉
祥
│
│
中
国
美
術
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
』（
平
成
十
年
十
月　
東
京
国
立
博
物
館
）
第
二
章
「
除
去
不
祥
│
古
代
の
吉
祥
」
八
十
四
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
同
図
録
の
巻
頭
序
説
・
概
説
に
お
い
て
も
、
高
浜
秀
氏
「
中
国
古
代
の
吉
祥
文
」
が
、
同
様
の
解
説
を
な
さ
っ
て
い
る
。
（
19
） 
イ
四
・
一
九
一
九
・
二
九
三
。
大
正
天
皇
の
即
位
の
礼
に
関
連
す
る
事
柄
が
、
首
相
大
隈
重
信
の
動
き
を
中
心
に
、
新
聞
記
事
や
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
切
り
抜
き
な
ど
も
交
え
て
、
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
20
） 
注（
10
）に
同
じ
。
（
21
） 
ト
一
〇
・
二
七
三
〇
。
（
22
） 
印
文
の
読
み
は
、
同
前
・
小
林
邦
久
氏
お
よ
び
同
・
小
池
直
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
23
） 
同
前
・
藤
原
秀
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
補　
本
稿
で
は
「
小
羊
」
印
の
制
作
者
を
吉
田
半
迂
と
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
が
所
蔵
す
る
會
津
八
一
手
捺
の
『
逍
遙
印
譜
』
に
は
、
な
ぜ
か
「
作
者
不
明
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
は
逍
遙
の
印
章
を
い
く
つ
も
刻
ん
で
お
り
、
ま
た
、
同
じ
印
箋
の
上
半
分
に
捺
さ
れ
た
別
の
印
影
に
つ
い
て
、
八
一
は
そ
れ
を
「
吉
田
半
迂
作
」
と
明
記
し
な
が
ら
も
、
こ
の
印
の
作
者
は
不
明
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、『
雙
魚
堂
日
誌
』
大
正
五
年
二
月
二
十
五
日
の
条
な
ど
か
ら
、
こ
の
印
章
を
吉
田
の
作
と
認
め
る
こ
と
に
特
段
の
困
難
は
な
い
。『
逍
遙
選
集
』
別
冊
第
三
附
録
の
「
逍
遙
印
譜
」
や
、『
坪
内
逍
遙
研
究
資
料
』
第
一
集
に
載
る
表
紙
の
解
説
文
も
、
同
じ
見
解
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『
逍
遙
選
集
』
別
冊
第
三
の
「
逍
遙
印
譜
」
の
原
稿
は
、
逍
遙
が
「
ベ
タ
押
し
」
に
し
て
八
一
に
届
け
、
そ
の
「
取
舎ママ
」
を
託
し
た
も
の
で
、
八
一
は
、
逍
遙
か
ら
そ
の
校
正
刷
も
渡
さ
れ
て
、「
何
卒
萬
般
よ
ろ
し
く
」
と
一
任
さ
れ
て
い
る
（
柳
田
泉
・
長
島
健
編
『
坪
内
逍
遙　
會
津
八
一
往
逍
遙
愛
用
「
小
羊
」
印
は
、
こ
う
し
て
出
来
た
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復
書
簡
』
昭
和
四
十
三
年
十
二
月　
中
央
公
論
美
術
出
版　
三
二
九
〜
三
三
〇
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
「
印
譜
」
で
は
制
作
者
を
「
吉
田
半
迂
」
と
明
記
し
て
お
き
な
が
ら
、
自
ら
制
作
し
た
『
印
譜
』
で
「
不
明
」
と
し
た
の
は
、
八
一
の
単
な
る
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
何
か
不
審
で
も
あ
っ
た
の
か
。
何
と
も
不
可
思
議
で
は
あ
る
。
　
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、『
雙
魚
堂
日
載
』
の
存
在
お
よ
び
「
吉
羊
」
印
の
所
在
を
ご
教
示
下
さ
っ
た
藤
原
秀
之
氏
と
、「
吉
羊
」
印
の
閲
覧
に
ご
高
配
下
さ
っ
た
下
野
玲
子
氏
に
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
 
（
ま
ぶ
ち　
け
い
こ　
特
別
資
料
室
）
